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⑶　 戸隠信仰にみる歴史的風致

ア　 はじ めに

　 高妻山（ 標高2,353メ ート ル）、 乙妻山（ 標高2,318メ ート ル）、 戸隠山（ 標高1,904メ ート

ル）、 西岳（ 標高2,053メ ート ル）などから なる戸隠連峰は、 300万年ほど前に海底から 隆

起し た山々で、 凝
ぎょ う

灰
か い

角
か く

礫
れ き

岩
が ん

を主と する山体は三十三窟に代表さ れる大小の岩窟や、 天
あまの

岩
い わ

戸
と

を連想さ せる断崖絶壁をつく り だし 、 平安時代から 山岳修験の一大霊場と し て知ら れ

ている。

　 また、 北国街道は、 中
な か

山
せ ん

道
ど う

の追
お い

分
わ け

宿（ 長野県軽井沢町）から 越後高田（ 新潟県上越市）方

面に抜ける街道で、 佐渡金山の道や参勤交代の道と し て知ら れている。 北国街道沿いに

ある全国的に著名な善光寺から 山岳信仰で名高い戸隠へ通じ る道が延びており 、 北国街

道は、 善光寺や戸隠へ参詣するための道でも あっ た。 善光寺から

戸隠へ通じ る道は、 脇街道でないも のの、 ２ つの拠点を結ぶ信仰

の道と し て多く の参詣者の往来があっ た。 岩鼻通明氏の『 近世の

旅日記にみる 善光寺・ 戸隠参詣』（ 長野郷土史研究会『 長野』 165

号（ 平成４ 年（ 1992））によ れば、 天保11年（ 1840）までの統計で善

光寺参詣者の約４ 分の１ が戸隠を参詣し たと みら れている。

　 こ のよう に、 善光寺と 戸隠は、 近世以降、 多く の参詣者が訪れ

る信仰の地であり 、 双方を結ぶ道は、 信仰の道と し て重要な役割

を担っ ていた。

イ 　 建造物

　（ ア）　 戸隠神社

　  　 江戸時代以前の戸隠は、 本院（ 奥院）、 中院、 宝光院から なる天台宗寺院、 戸隠山顕

　 光寺を中心と し て、 古く から 農業神と し て庶民信仰を集めていた九
く

頭
ず

龍
り ゅ う

権
ご ん

現
げ ん

などが一

　 体化し 、 多く の修験僧が修行に訪れる神仏混淆の聖地と し て栄えていた。『 戸隠山顕

　 光寺流記』（ 県宝、 室町時代中期）によれば、

　 本院（ 奥院）大講堂の創建は、 承徳２ 年

　（ 1098）と 伝わる。

　  　 その後、 明治維新の神仏分離令により 、 慶

　 長以来続いてき た天台宗の僧は、 還俗し て神

　 社に奉仕する神職と なり 、 戸隠山顕光寺は、

　 奥社、 中社、 宝光社、 九
く

頭
ず

龍
り ゅ う

社、 火
ひ

之
の

御
み

子
こ

社

　 の五社から なる現在の戸隠神社と なっ た。

「 戸隠山善光寺詣」の題
だ い

簽
せ ん

奥社本殿（ 昭和54年（ 1979））
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　  　 奥社、 中社、 宝光社は、 山岳信仰の歴史を今に伝え戸隠修験の旧態がよく 保存さ れ

　 ているこ と から 、 戦国時代末期に戸隠衆徒が一時避難し ていた筏
いかだ

ヶ
が

峰
み ね

三院跡（ 長野県

　 小川村）と と も に昭和54年（ 1979）に戸隠神社信仰遺跡と し て県史跡に指定さ れている。

　  　 なお、 戸隠神社奥社本殿は、 度重なる雪崩によっ て幾度と なく 倒壊し ており 、 現在

　 の本殿は、 昭和54年（ 1979）に鉄筋コ ンク リ ート 造で再建さ れている。

　 　 ａ 　 中社本殿

　 　  　 昭和17年（ 1942）の火災後、 昭和31年

　 　（ 1956）に再建（『 戸隠－伝統的建造物群保

　 　 存対策調査報告書』（ 平成28年（ 2016）））さ

　 　 れたも ので、 木造平屋建、 妻入、 入母屋造

　 　 銅板葺屋根で正面に唐破風を設けた向拝が

　 　 付く 。

　 　  　 祭神は天
あめの

八
や

意
ごこ ろ

思
おも い

兼
かねの

命
みこ と

で、 学業成就、 家内

　 　 安全、 営業隆昌、 開運守護に御利益がある

　 　 と さ れる。

　 　 ｂ 　 宝光社本殿

　 　  　 擬宝珠から 文久元年（ 1861）の建築であ

　 　 るこ と が判明し ている。 木造平屋建、 桁行

　 　 ７ 間、 梁間正面３ 間、 背面５ 間、 妻入、 入

　 　 母屋造銅板葺屋根、 全体が白木造で、 正面

　 　 に唐破風付の向拝を付ける。 向拝、 欄間、

　 　 小壁などに施さ れた彫刻は、 鬼無里の屋台

　 　 などを制作し た彫工北
き た

村
む ら

喜
き

代
よ

松
ま つ

の手による

　 　 も のである。

　 　  　 天
あめの

表
う わ

春
はる の

命
みこ と

を祭神と し 、 学問や技芸、 裁

　 　 縫、 安産や婦女子の神と し て御利益があると いわれる。

宝光社本殿（ 文久元年（ 1861））

中社本殿（ 昭和31年（ 1956））

105



第
２
章

　
　
長
野
市
の
維
持
及
び
向
上
す
べ
き
歴
史
的
風
致

　 　 ｃ 　 九
く

頭
ず

龍
り ゅ う

社

　 　  　 奥社本殿に向かい左側の一段下がっ た場

　 　 所にある。 祭神は、 戸隠の地主神の九頭龍

　 　 大神で、 江戸時代以前から 水を司る九頭龍

　 　 権現と し て篤
あ つ

い信仰がある。 現在の社殿

　 　 は、 昭和11年（ 1936）の雪崩による崩壊

　 　 後、 昭和12年（ 1937）に建て替えら れた

　 　（『 戸隠－伝統的建造物群保存対策調査報告

　 　 書』（ 平成28年（ 2016）））も ので、 正面に拝

　 　 殿が建ち、 拝殿の背後から Ｌ 字形にのびる回廊が岩屋ノ 間へと 続いている。 拝殿

　 　 は、 木造平屋建、 間口３ 間、 奥行３ 間、 妻入、 入母屋造鉄板葺屋根で、 正面に一間

　 　 の向拝を付ける。

　 　 ｄ 　 火
ひ

之
の

御
み

子
こ

社

　 　  　 中社の集落の入口にあり 、 社名は、 祭神

　 　 の天
あ め

鈿
う ず

女
め の

命
みこ と

（ 栲
た く

幡
は た

千
ち

々
ち

姫
ひめの

命
みこ と

）のまたの名を火

　 　 之戸幡姫と 称し たこ と に由来する。 奥社、

　 　 中社、 宝光社の三社は、 江戸時代まで、 そ

　 　 れぞれ奥院、 中院、 宝光院の三院であっ た

　 　 が、 こ の社殿のみ、 神仏混淆の時代にあっ

　 　 ても 純然たる神社であっ た。 舞楽芸能の

　 　 神、 火防の神と し て信仰が篤
あ つ

い。

　 　  　 現在の社殿は、 棟札写から 明治17年（ 1884）の建築で、 木造平屋建、 間口３ 間、

　 　 奥行４ 間、 正面が入母屋造、 背面が切妻造、 鉄板葺屋根である。

　 　 ｅ 　 五斎神社拝殿

　 　  　 中社区の神社で、 拝殿の北側の石壇を

　 　 登っ て本社があり 、 その東に宣
せ ん

澄
ち ょ う

社がある。

　 　  　 こ のう ち拝殿は、 木造平屋建、 間口２ 間

　 　 半、 妻入、 入母屋造茅葺屋根の建物で、 棟

　 　 札から 元治元年（ 1864）の建築であるこ と

　 　 がわかっ ている。

火之御子社（ 明治17年（ 1884））

五斎神社拝殿（ 元治元年（ 1864））

九頭龍社（ 昭和12年（ 1937））
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　（ イ ）　 宿　 坊

　  　 中社門前には、 南北に延びる大門通り 沿いに神仏混淆の時代から 続く 宿坊が建ち並

　 んでいる。 多く の宿坊は、 明治時代以降に建てら れたも のであるが、 中には江戸時代

　 中期に遡るも のも ある。 建物は、 豪雪地に特有の太い部材を用いて、 茅葺の大屋根を

　 持つどっ し り と し た構えを特徴と し ている。 屋根形式は、 寄棟造が多いが、 中には入

　 母屋造のも のも ある。。

　  　 また、 宝光社門前の宿坊は、 昭和20年（ 1945）の大火により 大門通り から 東側に位

　 置する建物の多く が焼失し た。 宝光社境内の近く には、 こ の大火をのがれた宿坊がい

　 く つか残り 、 中には江戸時代中期に遡るも のも ある。

　 　 ａ 　 旧徳善院本堂（ 極
ご く

意
い

家神殿）及び旧徳善院庫裏（ 極
ご く

意
い

家宿坊）（ 登録有形文化財）

　 　  　 中社境内に最も 近い位置にあり 、 文化８ 年

　 　（ 1811）に焼失し たが、 翌年の文化12年（ 1815）

　 　 頃に再建さ れた。 旧徳善院本堂（ 極
ご く

意
い

家神殿）

　 　 は、 木　 造平屋建、 間口６ 間、 奥行５ 間、 平

　 　 入、 寄棟造茅葺、 前面に唐破風を有し た向拝が

　 　 付く 。 旧庫裏（ 宿坊）は、 神殿と 直角に配置さ

　 　 れ、 木造二階建、 間口11間、 奥行７ 間半、 入

　 　 母屋造茅葺屋根の建物である。

　 　 ｂ 　 横倉旅館

　 　  　 中社境内の前を東西に延びる横大門通り に位置し 、 主屋が明治３ 年（ 1870）頃に

　 　 建てら れた（『 戸隠－伝統的建造物群保存対策調査報告書』（ 平成28年（ 2016）））宿坊

　 　 である。 木造総二階建、 平入、 寄棟造で、 間口が12間に及ぶ大規模な茅葺の建造

　 　 物である。

中社のまち なみ 宝光社のまち なみ

旧徳善院本堂及び旧徳善院庫裏

（ 文化12年（ 1815）、 登録有形文化財）
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　 　 ｃ 　 宿坊神
か ん

原
ば ら

　 　  　 江戸時代まで奥社にあっ た宿坊の一つ

　 　 で、 中社大門通り 沿いに位置し 、 明治33

　 　 年（ 1900）頃に現在地に建てら れた茅葺

　 　 の木造二階建、 寄棟造の建造物（『 戸隠－伝

　 　 統的建造物群保存対策調査報告書』（ 平成

　 　 28年（ 2016）））である。

　 　 ｄ 　 久
ひ さ

山
や ま

館

　 　  　 中社境内の西側に位置し 、 江戸時代は戸
と

隠
がく し

山
さ ん

顕
け ん

光
こ う

寺
じ

の本坊勧修院と し て一山を

　 　 統括する別当職にあり 、 戸隠神領一千石のう ち五百石を領し ていた。 昭和17年

　 　（ 1942）の火災により 、 敷地内にあっ た客殿や庫裏等の建築物は焼失し た。 現在の

　 　 旧館は昭和31年（ 1956）の建築（『 戸隠－伝統的建造物群保存対策調査報告書』（ 平

　 　 成28年（ 2016）））で、 また現在も 残る回遊式の庭園や守護不入之碑のほか、 敷地南

　 　 側に東西約120メ ート ルにわたっ て築かれた石垣は、 城郭を思わせる壮大な景観を

　 　 有し ており 、 近世の戸隠を代表する工作物と し て貴重な遺構である。

　 　 ｅ 　 越
お

志
し

家住宅主屋（ 旧廣善院客殿）

　 　 　 　（ 登録有形文化財）

　 　  　 宝光社門前にある昭和20年（ 1945）の大

　 　 火をのがれた宿坊の一つで、 寛政６ 年

　 　（ 1794）に建築さ れた。 現在宿坊と し て利

　 　 用さ れている建物は、 内部に神殿を設け、

　 　 木造、 間口12間、 奥行６ 間、 平入、 寄棟

　 　 造茅葺屋根で、 一部に中二階がある。 江戸

　 　 時代まで客殿、 庫裏と し て利用さ れてお

　 　 り 、 客殿と 庫裏の双方の機能を併せも っ た

　 　 形式の代表的な建築である。

　 　 ｆ 　 武井旅館

　 　  　 宝光社門前にあり 、 棟札から 旧客殿部分

　 　 が延享２ 年（ 1745）に建てら れたこ と が判

　 　 明し ている。 木造平屋建、 平入、 寄棟造茅

　 　 葺の建物である。

宿坊神原（ 明治時代中期）

武井旅館（ 延享２ 年（ 1745））

越
お

志
し

家住宅主屋（ 寛政６ 年（ 1794）

登録有形文化財）
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　（ ウ）　 戸隠古道

　  　 善光寺から 戸隠へ参詣する信仰の道は、 主に三本であっ た。

　  　 第一は、 湯
ゆ

福
ぶ く

神社の脇を通り 、 し ぐ れ坂、 七
な な

曲
ま が

り を経由し 、 飯縄山の裾野を越えて

　 戸隠へと 至る道。 第二は、 善光寺仁王門から 西へ進み、 上
あ

ヶ
げ

屋
や

を経由し て大久保の茶

　 屋付近で第一の道と 合流する道。 第三は、 新諏訪から 入
い り

山
や ま

、 上
う わ

野
の

を経由し て戸隠へ至

　 る道である。 こ のう ち、 多く の参詣者が善光寺と 戸隠の双方を参詣する表参道と し て

　 第一の道を通っ た。

　  　 そのほかにも 戸隠へは、 鬼無里の中心地の町
ま ち

から 小川沿いを北上し て宝光社の大門

　 通り に合流する道、 北国街道柏原宿を起点と する裏参道、 松代方面から 小
こ

市
い ち

、 坪山、

　 折橋を経由し て戸隠へ至る道など、 幾筋も の道が延びていた。

　  　 江戸時代後期の国学者、 紀行家であっ た菅
す が

江
え

真
ま

澄
す み

（ 宝暦４ 年（ 1754）～文政12年

　（ 1829））は、 天明４ 年（ 1784）に善光寺と 戸隠を訪れ、 こ のと き の体験が『 菅江真澄遊

　 覧記』（ 重要文化財、 江戸時代）に記さ れている。 また、 文政元年（ 1818）に善光寺と

　 戸隠を参詣し た江戸時代後期の戯作者十返舎一九は、 こ のと き の体験を『 戸隠善光寺

　 往来』（ 文政５ 年（ 1822））と し て出版し ている。 さ ら に、 豊田利忠執筆の『 善光寺道名

　 所図会』（ 嘉永２ 年（ 1849）刊行）に、 善光寺から 戸隠に至る街道が挿絵付き で記さ

　 れ、 当時の街道の様子をう かがう こ と ができ る。

『 善光寺道名所図会』（ 嘉永２ 年（ 1849）刊行）に見える 湯福神社
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　  　 戸隠道表参道は、 善光寺を出発点と し て、 善光寺三社の一つである湯
ゆ

福
ぶ く

神社、 そし

　 て御嶽山神社の脇を通り 、 人家のない山中に入っ ていく 。 なお、 湯
ゆ

福
ぶ く

神社は、『 善光

　 寺道名所図会』（ 嘉永２ 年（ 1849）刊行）に戸隠街道の文言と と も に境内の様子が描か

　 れている。

　  　 善光寺から 28町（ 約３ キロメ ート ル）のと こ ろ に、 古道が唯一通過する荒
あ ら

安
や す

の集落

　 がある。 現在は、 ひっ そり と し た農村集落であるが、 かつては茶屋が営まれ、 戸隠古

　 道の数少ない休息地と し て往来する人々で賑わっ ていた。 荒
あ ら

安
や す

の集落の中心に集落の

　 北に位置する飯縄山を信仰対象と する飯縄神社の里宮がある。 こ の里宮は、 飯縄信仰

　 を全国的に広めた千
せ ん

日
に ち

太
だ ゆ う

夫の冬期居所と し て、 武田信玄が創建し たと いわれている。

　  　 昭和39年（ 1964）に増加する自動車交通に対応するため、 市街地と 戸隠を結ぶ戸隠

　 バード ラ イ ンが開通し た。 戸隠バード ラ イ ンは、 古道を拡幅し たと こ ろ も あるが、 古

　 道と 別に道路を設けたと こ ろ も 多く 、 戸隠バード ラ イ ンに沿っ て江戸時代以前から 続

　 く 古道の趣が多く 残さ れている。 特に、 大
お お

谷
や

地
ち

湿原から 戸隠側の道筋は、 舗装の施さ

　 れていない歩行者専用の古道と し て、 今も 当時の趣が保たれている。
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一の鳥居

大久保の茶屋

中社

宝光社

奥社

荒安の集落

京田口の岐路

愛宕橋

入
坂

大谷地湿原

大
座
法
師
池

七曲

湯
福
神
社

御嶽山神社

祓沢

宝
光院道

中
院

道

神
道

火之御子社

九頭龍社

善光寺本堂

戸隠道（ 表参道）

戸隠道（ 裏参道）

戸
隠

道
（

入
山

・
上

野
経

由
）

旧北国街道より 分岐

善光寺仁王門

戸
隠

下
道

（
表

道
）

至鬼無里町

折橋

大町道

戸
隠

道
（

上
ヶ

屋
経

由
）

坪山

小市

至
柏

原
宿

至
古

間
・

牟
礼

戸隠道表参道

神道

その他古道（ 破線は不明区間）

古道上の主要ポイ ント

社寺

中社大門通り

中院道

宝光社大門通り

祓沢の岐路

京田口の岐路

戸隠道（ 表参道）（ S= 1:100,000）

111



第
２
章

　
　
長
野
市
の
維
持
及
び
向
上
す
べ
き
歴
史
的
風
致

　 　 ａ 　 町
ちょ う

石
い し

（ 丁石）（ 長野市指定史跡）

　 　  　 古道には、 参詣者が道に迷う こ と のないよう に江

　 　 戸時代以前から 分岐ごと に戸隠への道筋を示す道標

　 　 がいく つも 建てら れている。 善光寺と 戸隠を結ぶ古

　 　 道のほぼ中間地点に飯縄と 戸隠の境を示す一の鳥居

　 　 の峰があり 、 こ こ から 戸隠方面に１ 町（ 約109メ ー

　 　 ト ル）ごと に町石が建てら れ、 古道の道筋を詳細に

　 　 う かがう こ と ができ る。 宝光社までの道のり は43

　 　 町あり 、 同じ く 一の鳥居から 中社まで53町、 中社

　 　 から 奥社まで30町ある。 一の鳥居から 戸隠神社奥

　 　 社までの間の町石は、 長野市指定史跡になっ ている。

　 　  　 町石は、 戸隠参詣が最も 盛んになっ ていた江戸時

　 　 代後期のも のと さ れ、 それぞれの参道ごと に建てら れていたが、 中には道路改修な

　 　 どにより 失われたも のも ある。 平成に入り 、 戸隠古道整備の一環と し て町石の調査

　 　 が行われ、 一の鳥居から 宝光社の間の町石が整備さ れた。

　 　  　 一の鳥居の地名は、 江戸時代以来、 戸隠神領に入る最初の鳥居がこ の場所にあっ

　 　 たこ と に由来する。 明治19年（ 1886）に建立さ れた鳥居は、 老朽化により 倒壊の危

　 　 険が生じ たため、 昭和60年（ 1985）に取り 壊さ れており 、 現在も 当時の礎石が残っ

　 　 ている。 また、 礎石の脇に弘化４ 年

　 　（ 1847）の善光寺大地震で倒壊するまで

　 　 建っ ていた石造の鳥居の一部が今も 残っ

　 　 ている。 現在、 こ の周辺一帯は、 一の鳥

　 　 居苑地と し て利用さ れており 、 妙高戸隠

　 　 連山国立公園に指定さ れている。

古道に残る 町
ち ょ う

石
い し

明治19年（ 1886）建立の一の鳥居 『 善光寺道名所図会』

（ 嘉永２ 年（ 1849）刊行）にみえる 一の鳥居
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　 　 ｂ 　 茶　 屋

　 　  　 一の鳥居を過ぎて古道を７ 町ほど進むと 、 大久保の地に入る。 こ こ は、 善光寺か

　 　 ら 七曲り を経由し て延びる戸隠表参道と 現在の信濃町の古間や飯綱町の牟礼方面か

　 　 ら の戸隠下道、 鬼無里方面から の古道が交わり 、 古く から 多く の人々が行き 交う 交

　 　 通の要地と し て賑わいをみせていた。

　 　  　 茶屋は、 江戸時代、 幕府の直轄地であっ た戸隠に毎年のよう に検地に訪れる幕府

　 　 の役人の休息地、 また、 幕府と 戸隠と の連絡役に当たっ た松代藩の武家人の寄り 合

　 　 い所と し て、 戸隠の玄関口と なる大久保の地に建てら れたのが始まり と さ れている。

　 　  　 大久保には、 昔から ２ 軒の茶屋があり 、 一軒は、 寛永元年（ 1624）創業と さ れ

　 　 る旧釜
か ま

鳴
な り

屋
や

（ 現在の大久保西の茶屋）で、 も う 一軒は、 釜鳴屋の東隣に構える文化２

　 　 年（ 1805）創業と さ れる旧大久保東の茶屋（ 現在の大久保の茶屋）である。 旧大久保

　 　 東の茶屋は、 創業当時の建物が一度火災によっ て焼失し た後、 明治時代に木造平屋

　 　 建、 平入、 寄棟造茅葺で再建さ れたと さ れるも のである。 敷地に文化13年（ 1816）

　 　 と 刻まれた帝釋天尊像供養塔が残っ ている。

ウ　 活　 動

　（ ア）　 戸隠神社の祭礼

　  　 奥社、 中社、 宝光社を中心に、 年間をと おし て数々の行事が行われている。 現在行

　 われている年中行事は、 明治維新後に戸隠神社と なっ てから 整えら れたも のである

　 が、 その行事の端々に江戸時代以前から 続けら れてき た神仏混淆時代の内容を垣
か い

間
ま

み

　 るこ と ができ る。

　  　 主な年中行事に、 ４ 月から 10月にかけて毎月行われる月並祭、 ５ 月の祈年祭、 11

　 月の新
に い

嘗
な め

祭
さ い

がある。

日時 行事名 太々神楽献奏

１ 月

１ 日 午前４ 時 歳旦祭（ 奥社）

２ 日 午前10時 歳旦祭、 講社祭（ 中社） あり

３ 日 午前10時 歳旦祭、 講社祭（ 宝光社） あり

７ 日 午前11時 鎮火祭（ 奥社）

２ 月

節分前日 午前11時 古札焚上祭（ 中社）

節分の日 午後３ 時 追儺祭（ 中社）

11日 午前10時 紀元祭（ 中社）

■ 戸隠神社年中行事一覧
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日時 行事名 太々神楽献奏

４ 月

25日 午前６ 時30分 月並祭（ 中社） あり

28日 午前６ 時30分 月並祭（ 宝光社） あり

29日 午前10時 昭和祭（ 中社）

５ 月

１ 日 午前６ 時30分 月並祭（ 中社） あり

３ 日 午前６ 時30分 月並祭（ 宝光社） あり

５ 日 午前６ 時30分 月並祭（ 宝光社） あり

６ 日 午前６ 時30分 月並祭（ 中社） あり

８ 日 午前６ 時30分 月並祭（ 中社） あり

14日 午前10時 祈年祭（ 中社） あり

15日 午前11時 祈年祭（ 奥社） あり

16日 午前６ 時30分 月並祭（ 宝光社） あり

16日 午後３ 時 祈年祭（ 宝光社） あり

18日 午前11時 祈年祭（ 火之御子社） あり

20日 午前６ 時30分 月並祭（ 宝光社） あり

６ 月

１ 日 午前６ 時30分 月並祭（ 中社） あり

６ 日 午前10時 飯縄社祭（ 飯縄社）

15日 午前６ 時30分 月並祭（ 宝光社） あり

中の巳の日 午前10時 種池祭（ 種池ほか）

30日 午後３ 時 大祓式（ 奥社、 中社、 宝光社）

７ 月

１ 日 午前６ 時30分 月並祭（ 中社） あり

15日 午前６ 時30分 月並祭（ 宝光社） あり

８ 月

１ 日 午前６ 時30分 月並祭（ 中社） あり

14日 午前10時 例祭（ 中社） あり

15日 午前11時 例祭（ 奥社） あり

16日 午前６ 時30分 月並祭（ 宝光社） あり

16日 午後３ 時 例祭（ 宝光社） あり

18日 午前11時 例祭（ 火之御子社） あり

９ 月

１ 日 午前６ 時30分 月並祭（ 中社） あり

２ 日 午前11時 末社祭（ 宝光社）

10日 午前10時 末社祭（ 中社）

15日 午前６ 時30分 月並祭（ 宝光社） あり

10月

１ 日 午前６ 時30分 月並祭（ 中社） あり
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　 　 ａ 　 太
だ い

々
だ い

神
か ぐ ら

楽（ 長野県指定民俗文化財（ 無形民俗文化財））

　 　  　 太
だ い

々
だ い

神
か ぐ ら

楽は、『 永代太々神楽講設立呼びかけ文書』が作成さ れた天明２ 年（ 1782）

　 　 以前から 行われており 、 明治時代の神仏分離令により 神
か ぐ ら

楽献奏が一時禁じ ら れた

　 　 が、 明治12年（ 1879）に禁止措置が解除さ れて以降、 現在まで途絶えるこ と なく 伝

　 　 承さ れている。

　 　  　 現在、 太
だ い

々
だ い

神
か ぐ ら

楽は、 戸隠神社楽部の神職により 伝承さ れており 、 年中行事に併せ

　 　 て年間100回ほど奉納さ れている。 現在行われている舞は、 10座（ 降
こ う

神
じ ん

の舞、 水
み ず

継
つ ぎ

　 　 の舞、 身
み

滌
そ ぎ

の舞、 巫
み

子
こ

の舞、 御
ご

返
へ ん

幣
べ い

の舞、 吉
き

備
び

楽
が く

の舞、 三
さ ん

剣
け ん

の舞、 弓矢の舞、 岩戸

　 　 開き の舞、 直
な お

会
ら い

の舞）あり 、 そのう ち５ 座の舞が江戸時代の舞に相当する。

　 　  　 こ の神楽は、 北信地域に分布する岩戸神楽系統のおおも と に位置付けら れるも の

　 　 であり 、 県内の太
だ い

々
だ い

神
か ぐ ら

楽の系統や系譜、 変遷を研究する上で重要な役割を担う 神楽

　 　 である。

日時 行事名 太々神楽献奏

11月

３ 日 午前10時 明治祭（ 中社）

22日 午前10時 新嘗祭（ 中社） あり

23日 午前11時 新嘗祭（ 奥社） あり

24日 午後２ 時 新嘗祭（ 宝光社） あり

25日 午前11時 新嘗祭（ 火之御子社） あり

12月

23日 午前10時 天長祭（ 中社）

30日 午後３ 時 大祓式、 除夜祭（ 中社、 宝光社）

31日 午後４ 時 大祓式（ 奥社）

31日 午後６ 時 除夜祭（ 奥社）

31日 午後11時 越年神事（ 奥社）
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舞の内容 舞の様子

１ 　 降神の舞

　 八百万の神々を 祭り の場に招き 奉る 舞。 翁面を 着

けた一人の舞人が、 前段は左右の手に狩衣の露紐を

取り 、 後段は神霊の依り 代と なる 幣
みてぐ ら

と それを 祓
はら

い

清める 榊の枝を 持ち、 四方八方に向かっ て神々の招

来を 乞い願う 。 御
ご

神
じ ん

入
にゅ う

の舞と も いう 。

２ 　 水継の舞

　 男女二神による 舞で、 順調な降雨と 五穀豊穣を 祈

る 舞。 翁面狩衣姿の水
み

久
く

万
ま

里
り の

神
かみ

が大麻と 鈴を 持っ て

四方の罪穢を 祓
はら

い、 女面千早緋袴姿の水
みず

波
は

乃
の

売
めの

神
かみ

が

長い柄杓と 扇で四方の水瓶に天水を 注ぐ 。 後段は水

波乃売神が下がり 、 水久万里神が順調な河川の流れ

と 作物の成長を 祈る。

３ 　 身滌の舞

　 祓戸四柱の神によ る 祓
はら

い清めの舞。 神前に供えた

大釜で沸騰する湯を 笹の葉でふり かけ、 自分自身と

座を 清める。 湯立て神楽の遺風を 伝えている 。 笹の

舞と も いう 。

４ 　 巫子の舞

　 清純な少女が、 手にし た神鈴を 振り 神前を 清々し

く 祓
はら

い清める。 緋の袴と 白の舞衣を 身につけ、 宝冠

を いただいた巫子の舞う 姿は、 あたかも 春の野に蝶

が戯れるよう である。

５ 　 御返幣の舞

　 神力を 表象する 四武神が四方八方の邪神を 平定す

る舞。 古く は「 反
へん

閇
ばい

の舞」 と も 称さ れ、 独特の足捌

き で足踏みを し ながら 、 前段は矛によ り 、 後段は太

刀を 抜いて邪神を なぎ払う 。

※反閇： 道教の歩行呪術が根源。

■ 太
だい

々
だ い

神
か ぐ ら

楽の舞一覧
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舞の内容 舞の様子

６ 　 吉備楽の舞

　 狩衣を つけた２ 人又は４ 人の巫子が「 位の山」 と

いう 今様歌と 雅楽風な唱歌と 笛の音に合わせ国家安

泰を 祈願する舞。

７ 　 三剣の舞

　 ３ 人の武人が始め笹と 鈴で、 後に剣を 抜き 、 邪を

なぎ払う 舞。 前段、 ３ 人の舞人が鈴と 笹を 振り なが

ら 反閇の足捌き で邪を 踏み破り 、 祓
はら

い清める。 中段

は３ 人が剣を 抜き 、 後段で１ 人が両手に剣を 頂いて

四方八方の邪神を なぎ払う 。 修験道の精神を よく 表

し ている豪快勇壮な舞。

８ 　 弓矢の舞

　 ２ 人の武人が弓矢で遠く にう ごめく 邪を 射止める

舞。 赤、 黒の襖
おう

に石帯を つけ、 頭に「 おいかけ」 を

つけた巻
けん

纓
えい

の冠を 被る 随身装束で、 静かな楽奏に合

わせ優美典雅に、 と き に激し く 舞う 。 随身の舞と も

いう 。

９ 　 岩戸開き の舞

　 天岩戸開き 神事にち な んだ戸隠神社に縁の深い

舞。 赤の袍
ほう

を つけた布刀玉命が岩戸の前に大榊を 供

え、 黒の袍を つけた天児屋命が天照大御神にお出ま

し いただける よう 祝
の り と

詞を 唱える。 続いて天鈿女命が

岩戸の前で 楽し げに舞い、 次第に神掛かっ て いく 。

舞が最高潮に達する と 岩陰から 天手力雄命が現れ岩

戸を 引き 開け、 岩戸の左右に侍し ていた布刀玉命・

天児屋命が祝いの言葉を 申し 上げる。

10　 直会の舞

　 天照大御神が岩戸から お出まし になり 、 世の中が

再び光に包まれた喜びを 表す舞。 夜明けを 告げる 長

鳴鶏を 表象し た巫子が鈴と 扇を 持っ て舞い遊ぶ。 直

会と は祭り などの特殊な時間から 平常の時間へと 戻

るこ と を いう 。こ の舞を も っ て戸隠神社太々神楽は、

お開き と なる。
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　 　 ｂ 　 式年大祭

　 　  　 戸隠神社の祭礼のう ち、 最も 華やかなも のが数え年で７ 年に一度行われる式年大

　 　 祭である。 式年大祭は、 毎回、 ４ 月下旬から ５ 月中旬にかけて行われており 、 令和

　 　 ３ 年（ 2021）の大祭は、 ４ 月25日から ５ 月25日までの31日間に及んだ。

　 　  　 こ の大祭は、 かつて、 宝光社祭神（ 天
あめの

表
う わ

春
はるの

命
みこ と

）と 中社祭神（ 天
あめの

八
や

意
ごこ ろ

思
おも い

兼
かねの

命
みこ と

）が、 と も

　 　 に奥社（ 天
あめの

手
た

力
ぢから

男
お の

命
みこ と

）社殿に奉祀さ れていたこ と から 、 数え年で７ 年に一度の式年

　 　 に、 宝光社と 中社の祭神が渡
と

御
ぎ ょ

によっ て本宮の奥社に還ら れるも のである。 奥社の

　 　 地は中社や宝光社に比べて積雪量が多いこ と から 、 現在、 奥社への渡
と

御
ぎ ょ

は奉告祭を

　 　 も っ て代えら れており 、 宝光社から 中社までの間で渡
と

御
ぎ ょ

が行われている。

　 　  　 式年大祭は、 戸隠神社社務所に残る当時の社務全般を記し た『 日記』（ 明治33年

　 　（ 1900））に、 通常の年中行事と は別に１ 月16日から 臨時祭の文言がみら れ、 同年５

　 　 月９ 日に宝光社祭典、 ５ 月10日に奥社祭典、 さ ら に５ 月11日の中社の祭典をも っ

　 　 て臨時祭が終了と あり 、 最も 古い事例をたどるこ と ができ る。 また、 信濃毎日新

　 　 聞の大正13年（ 1924）４ 月14日の記事に「 戸隠神社の大祭　 四月廿八日より 五月二十

　 　 日まで」と あり 、 併せて寶物展覧（ 式年大祭に併せて実施さ れる仏具等を展示する宝

　 　 物展）が行われたこ と も 記さ れている。

　 　  　 式年大祭は、 神社の形態に整えら れた明治時代以降に周期的に行われるよう に

　 　 なっ た祭礼であるが、 戸
と

隠
がく し

山
さ ん

顕
け ん

光
こ う

寺
じ

と し て繁栄し ていた江戸時代以前は、 御開帳と

　 　 いう 形で祭礼が行われていた。 天明４ 年（ 1784） 12月から 天明５ 年（ 1785）５ 月まで

　 　 のこ と が記さ れた『 戸隠山顕光寺国元御開帳諸事留帳』によれば、 善光寺で行われて

　 　 いるよう な御開帳が、 天明５ 年（ 1785）３ 月10日から ４ 月20日にかけて行われたこ

　 　 と が記さ れており 、 ４ 月９ 日に「 奥院権現様御遷座」と ある。 式年大祭は、 明治時代

　 　 になり 戸隠神社と し て形を変えながら も 、 江戸時代以前に行われていた御開帳を起

　 　 源と する祭礼と 見なすこ と ができ る。
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　 　 　（ ａ ）　 執行奉告祭

　 　 　  　 式年大祭は、 ４ 月25日の執行奉告祭をも っ て始まる。 奥社、 中社、 宝光社の

　 　 　 各社殿において、 祓
は ら

いや祝
の り

詞
と

、 玉串奉献と いっ た神事がし めやかに執り 行われ

　 　 　 る。 また、 同日に着山式が宝光社社殿で行われる。 こ れは、 明治政府の神仏分離

　 　 　 令によっ て、 やむなく 戸隠を離れるこ と になっ た本尊を式年大祭に合わせて戸隠

　 　 　 神社に迎えるも ので、 戸隠神社宮司と 各寺の住職が、 それぞれ祝
の り と

詞やお経をあげ

　 　 　 る珍し い式典を見るこ と ができ る。

　 　 　  　 大祭期間中は、 旧奥院の本尊仏の聖観音や旧中院本尊仏の釈迦如来を宝光社社

　 　 　 殿で拝観するこ と ができ る。 また、 ほぼ毎日、 中社、 宝光社で特別祈祷祭が行わ

　 　 　 れるほか、 中社で太
だ い

々
だ い

神
か ぐ ら

楽の献奏がある。 大祭が行われる時期は、 月並祭や祈年

　 　 　 祭と いっ た年中行事が多く 行われる時期でも あり 、 期間中であっ ても 滞り なく 年

　 　 　 中行事が行われる。

　 　 　  　 そし て、 大祭が最も 華やかに彩ら れるのが、 宝光社から 中社までご神体を送る

　 　 　 行列が進む渡
と

御
ぎ ょ

の儀と 中社から 宝光社に戻る還
か ん

御
ぎ ょ

の儀である。

　 　 　（ ｂ ）　 渡
と

御
ぎ ょ

の儀

　 　 　  　 渡
と

御
ぎ ょ

の儀は、 ５ 月９ 日に行われる。

　 　 　  　 こ れまでは、 渡
と

御
ぎ ょ

に先立ち、 宝光社社殿で獅子神
か ぐ ら

楽が奉納さ れてき たが、 令

　 　 　 和３ 年（ 2021）の式年大祭は、 新型コ ロナウイ ルス感染症のため、 規模を縮小し

　 　 　 て開催さ れた。 獅子神
か ぐ ら

楽は、 伎楽、 舞楽などと と も に大陸から 移入さ れたも の

　 　 　 で、 中世においては、 全国各地で祭礼が演じ ら れた。 戸隠の獅子舞の起源は、 少

　 　 　 なく と も 慶長17年（ 1612）に幕府から 千石の朱印状を賜っ た頃に土地の農民の悪

　 　 　 魔祓いや収穫感謝の祭り で舞が行われたこ と に遡るこ と ができると さ れている。

中社社殿での執行奉告祭
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　 　 　  　 宝光社社殿前で、 続いて社殿内で神事が行われ、 神事が終わると 、 いよいよ渡

　 　 　 御に向けて、 祭神が御扉の奥から 御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

へと 移さ れる。 宮司に奉持さ れた祭神

　 　 　 は、 四方を絹垣で囲われた中を警
け い

ひつの声に導かれながら 、 御扉から 社殿内に敷

　 　 　 かれた布
ふ

単
た ん

の上をゆっ く り 進み、 御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

の中へ奉遷さ れる。 祭神を乗せた御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

　 　 　 は、 白装束に身を包んだ神職に担がれながら 、 中社を目指し て宝光社を出発す

　 　 　 る。 こ のと き 担がれる御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

は、 今回の式年大祭に合わせて新調し たも ので、 重

　 　 　 さ が約250キログラ ムある。 なお、 宝光社の境内には、 平成３ 年（ 1991）に制作さ

　 　 　 れた神輿と 、 檜
ひのき

材で路盤153センチメ ート ル角、 屋根上の如意宝珠、 水煙、 鳥居

　 　 　 上部の瓔珞、 四隅に吊るさ れた鈴に真鍮に金メ ッ キが施さ れている文化元年

　 　 　（ 1804）に制作さ れた重さ 約160貫（ 約600キログラ ム）の神
み こ し

輿が展示し てある。

　 　 　  　 宝光社社殿を出発し た行列は、 宝光社の鳥居をく ぐ り 、 宝光社大門通り を、 茅

　 　 　 葺や茅葺を鉄板で覆う 大屋根を持つ宿坊のまちなみを通り 、 四つ角まで南下し た

　 　 　 後、 中社に向かっ て北上する。

　 　 　  　 行列は、 神職、 御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

などが連なり 、 厳かな中にも 壮麗さ を漂わせながら 、 道

　 　 　 の両側に紙
し

垂
で

を付けた縄が渡さ れる中社社殿までの約３ キロメ ート ルの道のり を

祭神が御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

に移さ れる

中社のまち なみの中を進む 中社の鳥居前を進む
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　 　 　 進んでいく 。 令和３ 年（ 2021）の行列は、 宝光社を出発し た後、 ２ キロメ ート ル

　 　 　 ほど御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

をト ラ ッ ク に載せて進んだ。

　 　 　  　 中社の集落に近づき 、 再び茅葺の大屋根をも っ た宿坊のまちなみが見えてく る

　 　 　 と 、 中社境内まで真っ 直ぐ に延びる中社大門通り の視界が開けてく る。 行列は、

　 　 　 白装束の神職が御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

を担いで、 令和２ 年（ 2020）に建て替えら れた大鳥居が見

　 　 　 える通り を再び中社社殿に向けて歩み出す。 通り に立つ住民や観光客は、 御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

　 　 　 が前を通過すると 頭を垂れ、 御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

を見送る。

　 　 　  　 中社社殿前に到着すると 、 祭神が御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

から 中社社殿内の御扉内に移さ れて、

　 　 　 ついに宝光社の祭神と 中社の祭神が数え年で７ 年ぶり の御対面を果たす。

　 　 　（ ｃ ）　 宣
せ ん

澄
ちょ う

踊り（ 長野市指定無形文化財）

　 　 　  　 式年大祭の期間の中盤で宣
せ ん

澄
ち ょ う

踊り が行

　 　 　 われる。 宣
せ ん

澄
ち ょ う

踊り は、 戸隠修験道の本山

　 　 　 大先達であっ た東光坊宣
せ ん

澄
ちょ う

が応仁２ 年

　 　 　（ 1468）に当山派の恨みをかっ て暗殺さ

　 　 　 れたこ と をし のんで毎年８ 月16日に行

　 　 　 われており 、 式年大祭の期間中も 行われ

　 　 　 る。

　 　 　  　 踊り は、 通常、 五斎神社境内に祀ら れ

　 　 　 ている宣
せ ん

澄
ちょ う

大明神の社殿前で行われる

　 　 　 が、 式年大祭に併せて行われる踊り は、

　 　 　 手拭を頭にまいた男性が中社社殿内に集

　 　 　 まっ て踊り を行う 。

　 　 　  　 宣
せ ん

澄
ちょ う

踊り は、 踏む、 蹴るの動作が中心

　 　 　 の素朴な踊り で、 前唄７ つ、 中唄５ つ、

　 　 　 後唄３ つから なり 、 七五三踊り と も いわ

　 　 　 れている。 また、 修験道に深く 関連し た

　 　 　 踊り と さ れ、 北信濃一帯に伝えら れている烏踊、 盆じ ゃ も の、 蹴り こ み踊、 田の

　 　 　 草踊などは、 こ の宣
せ ん

澄
ち ょ う

踊り が起源と 考えら れている。 現在は、 保存会が組織さ れ

　 　 　 て受け継がれている。

宣
せ ん

澄
ち ょ う

踊り
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全庁向け地図情報です。
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③

⑳

⑲

⑱

⑰

⑯

中社社殿

火之御子社

宝光社社殿
宿坊（ 旧奥院から 移っ てき た宿坊）

宿坊

○

○

※各数字は、 下の宿坊にふら れた番を表す。

中社社殿社務所

女坂

五斎神社

拝殿

五斎神社本殿

中谷旅館

旧徳善院

本堂

大杉旅館

久山館
宣澄社

奥院の柱松

宝光院の柱松

中院の柱松

長野市指定天然記念物の三本杉

柱松神事における行列ルート　S=1/2,500

拡大図

番 現旅館名 旧院名 旧坊名

1 奥田旅館 真乗院 瑞光坊

2 越志旅館 広善院 円光坊

3 御宿小谷 法教院 法林坊

4 宿坊岸本 教釈院 乗遊坊

5 京極旅館 妙観院 忍辱坊

6 楠川旅館 玉泉院 玉蔵坊

7 清水旅館 安楽院 霊仙坊

8 御宿諏訪 延命院 常行坊

9 武井旅館 福寿院 覚住坊

10 宿坊築山 普賢院 普光坊

11 お宿富岡 智照院 法明坊

12 常田家住宅 常泉院 能遊坊

13 福岡旅館 浄智院 常明坊

14 宮本旅館 遍照院 慶乗坊

15 宿坊山本館 善法院 玉泉坊

16 渡辺旅館 仏性院 円明坊

宝光社宿坊一覧

番 現旅館名 旧院名 旧坊名

1 安藤旅館 安住院 緑覚坊

2 今井旅館 金輪院 金輪坊

3 太田旅館 妙行院 祇蓮坊

4 大杉旅館 覚照院 西住坊

5 宿坊大西 松寿院 永泉坊

6 宿坊神原 観法院 禅明坊

7 宿坊極意 徳善院 能海坊

8 高山坊 摂善院 花寧坊

9 武井旅館 行勝院 中道坊

10 武田旅館 智泉院 光如坊

11 鷹明亭辻旅館 寿教院 明遊坊

12 中谷旅館 宝泉院 儀光坊

13 成瀬旅館 成就院 常祇坊

14 久山館 勧修院 顕光寺本坊

15 藤井旅館 東泉院 随勝坊

16 二澤旅館 正智院 醍醐坊

17 旧松井荘 妙智院 祇乗坊

18 宿坊水野 常楽院 常楽坊

19 宮澤旅館 宝蔵院 中光坊

20 横倉旅館 十輪院 禅教坊

中社宿坊一覧

御鳳輦渡御の順路図（ S= 1:10,000）
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　 　 　（ ｄ ）　 還
か ん

御
ぎ ょ

の儀

　 　 　  　 還
か ん

御
ぎ ょ

の儀は、 渡
と

御
ぎ ょ

の儀から ２ 週間後の５ 月23日に行われる。 中社社殿を出発

　 　 　 し た御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

は、 沿道で住民や観光客が見送る中、 渡
と

御
ぎ ょ

の儀と 同様な行列で宝光社

　 　 　 社殿まで進んでいく 。 大勢の人々が待つ社殿に到着すると 、 祭神は、 四方を絹垣

　 　 　 で囲われた中、 御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

から 御扉の奥へ移さ れる。

　 　 　  　 ５ 月25日に式年大祭を締めく く る奉告祭は、 奥社、 中社、 宝光社の各社殿で

　 　 　 行われる。 また、 同日、 宝光社社殿で離山祭が行われる。 こ れは、 着山式で宝光

　 　 　 社社殿に迎えた戸
と

隠
がく し

山
さ ん

顕
け ん

光
こ う

寺
じ

時代の旧本尊を各寺院に還す祭礼である。

　 　 ｃ 　 柱松神事

　 　  　 柱松神事は、 かつて年中行事の中でも 重要な意味を持っ た戸隠神社の火祭り で、

　 　 柱松を焼き 、 その燃え具合をみて農作物の豊凶を占う も のであっ た。

　 　  　 柱松神事の歴史は古く 、『 戸
と

隠
がく し

山
さ ん

顕
け ん

光
こ う

寺
じ

流
る

記
き

』（ 県宝、 戸隠神社所蔵、 室町時代中

　 　 期）によれば、 永仁７ 年（ 1299）に、 行人と 老僧の間に柱松神事に関する法式をめ

　 　 ぐ っ て争いがあっ たこ と が記さ れている。 また、 江戸時代の『 千曲之真砂』（ 宝暦３

　 　 年（ 1753））附録「 水内郡戸隠山三社祭礼之事」の条に、「 水内郡戸隠山三社御祭り 、

　 　 格別異なる神事故こ こ に記す也」と あり 、 神事の概略が記さ れている。 そのほか、

　 　 江戸時代に戸隠一山が上野寛永寺へ提出し た『 戸隠山三所権現祭礼次第』（ 江戸時

　 　 代）や松代藩の絵師によっ て描かれた『 戸隠祭礼図巻』（ 真田宝物館蔵、 江戸時代末

　 　 期）に神事の様子が詳細に描かれている。

　 　  　 かつては毎年７ 月の７ 日に中院、 10日に宝光院、 15日に奥院で行われ、 明治維

　 　 新以降途絶えていた柱松神事が、 こ れら の資料に基づき 平成15年（ 2003）の式年大

　 　 祭に併せて復活し た。 柱松神事は、 特別祈祷祭、 行列、 柱松山伏の入峰修行、 験比

　 　 べ、 火祭り 、 直会の５ つの組み立てで平成15年（ 2003）以降３ 年ごと に行われ、 中

　 　 社大鳥居前の広庭で戸隠にある根曲がり 竹や木を使っ て組み建てら れたら れた旧三

　 　 院の柱松に火をつけ、 燃え具合で世情を占う と いう 火祭り である。

中社から 宝光社に向けて進む 御
ご

鳳
ほ う

輦
れ ん

が宝光社に戻る
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　 　  　 令和３ 年（ 2021）の柱松神事は、 ７ 月11日に行われた。 まず、 中社社殿内で戸隠

　 　 一山のすべての聚
し ゅ う

長
ち ょ う

が奉仕し て柱松特別祈祷祭が執り 行われる。 中社社務所前に斎

　 　 主、 祭員、 聚
し ゅ う

長
ち ょ う

ら が一列に並び、 中社社殿横で祭事が行われた後、 中社社殿内へ移

　 　 動し て祭事が行われる。

　 　  　 柱松特別祈祷祭が終わると 、 特別祈祷祭に奉仕参列し た一行は、 召し 立て役の指

　 　 示で中社社殿前庭に整列し 、 お祓
は ら

いを受ける。 杖払を先頭と し て修験者、 各種幟持

　 　 ち、 神職、 聚
し ゅ う

長
ち ょ う

、 大先達などが、 中社社殿前から 社務所前まで一列に並ぶ。

　 　  　 中社社殿前を出発し た行列は、 社務所前を通り 、 女坂を下り 、 市の天然記念物に

　 　 指定さ れている三本杉の一つを右手に見ながら 五斎神社本殿前へ進む。 さ ら に、 五

　 　 斎神社の石段を降り て、 中社大鳥居をく ぐ り 、 柱松が用意さ れた大鳥居前の広庭に

　 　 到着する。 広庭には、 大鳥居に向かっ て、 左から 宝光院、 奥院、 中院の柱松が立

　 　 つ。 三つの柱松が立つ理由は、 江戸時代以前の神事

　 　 が、 奥院、 中院、 宝光院でそれぞれ行われていたた

　 　 めである。

　 　  　 柱松は、 三院が所在する生活環境に応じ て異なる

　 　 材料で四角錐状に組み建てら れる。 中院の柱松は、

　 　 幣竹と 呼ばれる根曲がり 竹を用い、 先端に天下泰平

　 　 の幟を立てる。 宝光院の柱松は、 細めの雑木を用い

　 　 て、 先端に営業隆昌の幟を立てる。 奥院の柱松は、

　 　 中院の根曲がり 竹と 宝光院の雑木を混ぜ合わせて組

　 　 み立て、 五穀豊熟の幟を立てる。 なお、『 善光寺道

　 　 名所図会』（ 嘉永２ 年（ 1849））に、 江戸時代に柱松

　 　 神事が行われていた石川県の白山、 戸隠（ 奥院）、 飯

『 戸隠祭礼図巻』（ 真田宝物館蔵、 江戸時代末期）

柱松

「 善光寺道名所図会」
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　 　 縄における柱松の形が描かれている。 現在戸隠神社で行われている柱松神事は、 奥

　 　 院の形を採用し ている。

　 　  　 行列が大鳥居前の広庭に揃う と 、 降神の儀が行われる。 次に、 修験者が柱松を祓
は ら

　 　 い、 大大麻（ 通常より も 大き い大麻）所役が一般参加者を祓
は ら

う 。 続いて、 大先達が錫

　 　 杖を振り 、 所役、 聚
し ゅ う

長
ち ょ う

、 修験者が般若心経を奉唱する。 その後、 大先達の注
し

連
め

縄
な わ

切

　 　 り が行われると 、 柱松に火がつけら れる。 修験者や神事参加者が、 祓
は ら

いや般若心経

　 　 を唱えながら 柱松の周囲を巡り 、 神事特別祈願串のお焚き 上げ（ 護摩供養）が行われ

　 　 る。 その後、 中社社殿に戻り 、 最後に直
な お

会
ら い

と し て、 太
だ い

々
だ い

神
か ぐ ら

楽の巫子の舞が舞われ、

　 　 昇神の儀によっ て一連の神事が終わる。

　（ イ ）　 戸隠古道の維持

　  　 飯縄山の自然豊かな中を通る戸隠古道の大
お お

谷
や

地
ち

湿
し つ

原
げ ん

から 戸隠までの区間は、 土の道

　 が残り 、 道沿いに江戸時代の丁石や歴史的建造物が残る。 こ の道は、 地域住民を主体

　 と し て下草刈り 等の日常の維持管理が続けら れており 、 シラ カ バやカ ラ マツなどの

　 木々の中をバード ウォ ッ チングやト レッ キングを兼ねた参拝者や観光客が訪れている。

　  　 古道の維持管理には、 古く から 戸隠神社の聚
し ゅ う

長
ちょ う

が関わり を持っ ている。 聚
し ゅ う

長
ち ょ う

は、 神

　 職と し て戸隠神社に奉仕すると と も に、 全国から 集まる信者への祈祷や宿泊の世話を

　 行い、 その多く が中社または宝光社の門前で宿坊を営んでいる。 宿坊は、 戸隠神社と

　 なる以前の戸
と

隠
がく し

山
さ ん

顕
け ん

光
こ う

寺
じ

の頃から の歴史があり 、 大き な茅葺屋根をも つ歴史的建造物

　 が多く 、 中には江戸時代に建てら れた建造物も ある。

　  　 こ のよう に聚
し ゅ う

長
ち ょ う

は、 宿坊と し て旅館業を営む面も 合わせも ち、 中社と 宝光社におい

　 て中社旅館組合、 宝光社宿坊組合を組織し 、 戸隠神社の歴史や地域の伝統文化を伝え

　 る活動を行っ ている。

　  　 その活動の一つに、 戸隠古道の維持管理があり 、 中社旅館組合、 宝光社宿坊組合に

　 加え、 越水旅館組合（ 越水は、 中社の北に位置する地域）等が中心と なり 、 下草刈り 等

柱松に火がつけら れる 経を 唱えながら 柱松の周囲を巡る
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　 の古道整備や町石の点検などを行っ ている。

　  　 戸隠古道の維持管理作業では、 歩行者が高原の澄んだ空気や涼し げな景色、 そし

　 て、 長い時間を刻んだ戸隠古道の歴史を歩いて感じ ても ら えるよう に丁寧に整備をし

　 ており 、 初夏を迎える頃になると 、 組合員が、 刈り 払い機や厚手の大き な鎌を持っ て

　 笹や草を刈り 払う ほか、 案内看板を清掃する様子が見ら れる。

　  　 昭和８ 年（ 1933）に戸隠観光協会が設立さ れた際の記録に旅館組合により 古道整備

　 活動が行われていたこ と が記さ れている。 古道は、 江戸時代以前から 存在し ており 、

　 また、 宿坊関係者が古道の整備に継続し て携わっ ているこ と から 、 活動の歴史はかな

　 り 古いと 考えら れている。

維持管理作業の様子
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中社社殿

火之御子社

宝光社社殿

宿坊

奥社本殿

九頭龍社

随神門

戸隠古道

奥社参道入口 ( 大鳥居 )

旧徳善院

（ 極意家）

旧本坊久山館

越志旅館

武井旅館

神
道

講堂および旧院坊跡

杉並木

旧院坊跡

戸隠古道の図（ S= 1:20,000）
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エ　 まと め

　 標高1,000メ ート ルを 超える場所にあり 、 周り を 戸隠連峰と 飯縄山に囲まれて冬季は

深い雪に覆われる厳し い自然環境にある戸隠は、 古く から 修験の地と し て知ら れてきた。

　 戸隠神社の式年大祭は、 明治維新後の神仏分離や廃仏毀
き

釈
し ゃ く

により 戸
と

隠
がく し

山
さ ん

顕
け ん

光
こ う

寺
じ

から 戸

隠神社への移行後に行われるよう になっ た祭礼であるが、 江戸時代まで奥院、 中院、 宝

光院と 呼ばれていた伝統を受け継ぎ、 豪雪地ら し いどっ し り と し た造り の伝統的建造物

の残るまちなみの中で、 神仏混淆時代の伝統的な営みを随所に見るこ と ができ る。

　 また、 古く から 信仰の道と し て多く の往来のあっ た戸隠古道は、 往時の町石と 道筋が

残り 、 戸隠神社の神職でも ある聚
し ゅ う

長
ち ょ う

を中心と し た地域住民により 維持さ れて、 自動車の

通る道路が整備さ れた今でも 、 高原の自然を楽し みながら 、 かつて参詣し た人々と 同じ

よう に、 ゆっ く り と 歩いて戸隠神社を参拝する来訪者に使われている。

　 こ のよう に戸隠神社で行われる祭礼に戸隠神社の神職を中心に維持、 継承さ れ、 宿坊

や古道が作り 出すまちなみと 一体と なっ た良好な歴史的風致をみるこ と ができ る。
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戸隠信仰にみる 歴史的風致範囲図（ S= 1/60,000）

戸隠神社宝光社

茶屋

一の鳥居

戸隠神社奥社

戸隠神社中社

火之御子社

0 1.5 3 ㎞

凡　 例

　 　 建造物

　 　 その他建造物

　 　 戸隠古道

　 　 歴史的風致
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⑷　 戸隠の伝統的な生
な り

業
わ い

にみる歴史的風致

ア　 はじ めに

　 標高が1,000メ ート ルを 超える戸隠は、 気温、 水温が低いために稲作に適さ ず、 十分

なコ メ を収穫するこ と が難し かっ たためにコ メ の代用と し てソ バの実が古く から 食さ れ

たと さ れている。 江戸中期には、 祭礼の際のハレ の料理と し て蕎
そ

麦
ば

切り が出さ れ、 ま

た、 戸隠へ訪れた貴人や参拝者をも てなす際にも 宿坊や庄屋などで振る舞われていた。

　 戸隠の蕎
そ

麦
ば

切り は、 中社、 宝光社地区の宿坊など寺方で出さ れた精進料理と し て供え

ら れたも ので、 近代以降に「 戸隠そば」と し て広く 一般に提供さ れるよう になっ た。 今な

お伝統的なそば打ちの技法や「 ボッ チ盛り 」と 呼ばれる盛り 付け方、 また、 戸隠竹細工で

編まれた笊
ざ る

に盛ら れると いう 特徴が受け継がれている。

　 中社地区では、 江戸時代にコ メ の代わり に山中に自生する根曲がり 竹（ チシマザサ）を

切り 出し て年貢と し て納めるこ と が特別に許さ れ、 切り 出さ れた根曲がり 竹を材料と し

た竹細工が作ら れるよう になっ た。

　 戸隠竹細工は、 原材料の切り 出し から 加工、 仕上げまでを一貫し て一人の職人が手作

業で行う と いう 特有のも ので、 その技術はも ちろ んのこ と 、 根曲がり 竹の保護活動と し

て山中でタ ケノ コ 狩り を 監視する 筍
たけのこ

番
ば ん

や、 竹を 切り 出す際の仕来り などが、 親から 子

へ途絶えるこ と なく 受け継がれてき ている。 重要伝統的建造物群保存地区に選定さ れた

中社地区を 中心に、 現在も 30人ほどの職人によ っ て時代の暮ら し に合っ た竹細工が作

り 続けら れている。

　 また、 山間地である戸隠では、 古く から 山麓に自生し た茅（ ヤマガヤ、 ススキ）が屋根

材と し て利用さ れてき た。 明治期に越後の技術を伝承し た職人が、 戸隠で茅葺を生
な り

業
わ い

と

し てき たが、 高度経済成長期以降になると 茅葺建物の減少により 、 その継承が危ぶまれ

ていた。 し かし 、 中社、 宝光社地区の住民によっ て伝統的建造物群の保存活動が活発に

なっ たこ と で、 伝統的な茅葺の技術が若い職人に受け継がれている。 また、 歴史ある景

観を守ろ う と 、 一度は途絶えてし まっ た住民相互の茅刈り を地域住民が主体と なっ て再

開し 、 歴史的なまちなみを守り 、 伝える活動が行われている。

イ 　 建造物等

　（ ア）　 戸隠伝統的建造物群保存地区

　  　 平成29年（ 2017）２ 月に重要伝統的建造物群

　 保存地区に選定さ れている。 戸隠信仰を背景に

　 成立し た宿坊群・ 門前町で、 近世において整え

　 ら れた町割り が良好に残り 、 その中心には近世 宝光社地区のまち なみ
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　 以前から の営みを守り 続ける雄大豪壮な宿坊が群をなし ている。 宿坊群の外縁には農

　 家や商家が住宅を構えて門前町をなし ている。 雪に備えて軒を深く と る伝統的な茅葺

　 建物をはじ め、 敷地を区画する石垣や生垣、 参道沿いに置かれた石灯籠や道標などが

　 歴史的なまちなみをつく り 、 そのなかで戸隠そば、 竹細工、 茅葺などの伝統的な生
な り

業
わ い

　 が営まれている。

長野市戸隠伝統的建造物群保存地区

凡　 　 例

長野市戸隠伝統的建造物群保存地区

　 Ａ ＝約７ ３ ．３ ｈ ａ

妙高戸隠連山国立公園
戸隠地域戸隠管理計画区

伝統的建造物（建築物）

保存地区

0 50 100 200
M

伝統的建造物（建築物）

保存地区

0 100 200 400
M

長野市戸隠伝統的建造物群保存地区　 範囲図

縮尺1／3,000（ A1）

旧徳善院本堂

戸隠神社
中社本殿

武井旅館

131



第
２
章

　
　
長
野
市
の
維
持
及
び
向
上
す
べ
き
歴
史
的
風
致

　 　 ａ 　 旧徳善院本堂（ 極
ご く

意
い

家神殿）及び旧徳善院庫裏（ 極
ご く

意
い

家宿坊）

　 　 　 　（ 登録有形文化財）

　 　  　 中社境内に最も 近い位置にあり 、 文化８ 年

　 　（ 1811）に焼失し たが、 文化12年（ 1815）頃に再

　 　 建さ れた。 旧徳善院本堂（ 極
ご く

意
い

家神殿）は、 木造

　 　 平屋建、 間口６ 間、 奥行５ 間、 平入、 寄棟造茅

　 　 葺、 前面に唐破風を有し た向拝が付く 。 旧庫裏

　 　（ 宿坊）は、 神殿と 直角に配置さ れ、 木造二階

　 　 建、 間口11間、 奥行７ 間半、 入母屋造茅葺屋

　 　 根の建物である。

　 　 ｂ 　 武井旅館

　 　  　 宝光社門前にあり 、 棟札から 旧客殿部分が延

　 　 享２ 年（ 1745）に建てら れたこ と が判明し てい

　 　 る。 木造平屋建、 平入、 寄棟造茅葺の建物であ

　 　 る。

　

　（ イ ）　 戸隠神社中社本殿

　  　 昭和17年（ 1942）の火災後、 昭和

　 31年（ 1956）に再建（『 戸隠－伝統的建

　 造物群保存対策調査報告書』（ 平成

　 28年（ 2016）））さ れたも ので、 木造平

　 屋建、 妻入、 入母屋造銅板葺屋根で正

　 面に唐破風を設けた向拝が付く 。

　  　 祭神は天
あめの

八
や

意
ごこ ろ

思
おも い

兼
かねの

命
みこ と

で、 学業成就、

　 家内安全、 営業隆昌、 開運守護に御利

　 益があると さ れる。

旧徳善院本堂及び旧徳善院庫裏

（ 文化12年（ 1815）、 登録有形文化財）

武井旅館（ 延享２ 年（ 1745））

中社本殿（ 昭和31年（ 1956））
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ウ　 活　 動

　（ ア）　 蕎
そ

麦
ば

食の文化

　  　 戸隠における蕎
そ

麦
ば

文化の起こ り は、 平安時代に修験者が携帯食と し てソ バの実を持

　 ち歩いたこ と に始まると いわれている。 その頃は、 そば粉を水で溶いて食し ていたと

　 考えら れている。

　  　 現在のよう にそば粉を延ばし て麺にする食べ方は、 蕎
そ

麦
ば

切り と 呼ばれ、 史料上では

　 宝永６ 年（ 1709）の『 奥院灯明役勤方覚帳』に祭礼の際に蕎
そ

麦
ば

切り が供さ れていたこ と

　 が確認でき る。 また、 江戸時代後期には、 戸隠へ訪れた貴人をも てなす料理の一つと

　 し て、 蕎
そ

麦
ば

切り が本坊や近郷の庄屋で振る舞われていたこ と が『 五十槻園旅日記』（ 天

　 明６ 年（ 1786））から 分かる

　  　 近代以降になると 蕎
そ

麦
ば

切り は、 一般の来訪者にも 広く 提供さ れるよう になり 、 明治

　 期末にそば店が中社地区に構えら れて以降、 観光地化の進展と あわせてそば店も 増え

　 ていき 、「 戸隠そば」と いう 呼称が定着し ていっ た。

　 　 ａ 　 戸隠そばの特徴

　 　  　 戸隠そばの特徴は、 一本の麺棒を使っ て

　 　 蕎
そ

麦
ば

生地を円形に延ばす「 一本棒丸延ばし 」

　 　 の技法で打ち、 茹でた麺を冷水で締めた後

　 　 はほと んど水を切ら ずにひと 口ほどの量

　 　 に束ねて５ 、 ６ 束を一つの笊
ざ る

に並べる

　 　「 ボッ チ盛り 」と 呼ばれる盛り 付けで戸隠竹

　 　 細工の笊
ざ る

に盛っ て、 薬味に戸隠おろ し と い

　 　 う 辛味のある地大根が使われると こ ろ にあ

　 　 る。

　 　  　 また、 新蕎
そ

麦
ば

の時季になると 、 新蕎
そ

麦
ば

を

　 　 提供する目印と し て、 戸隠蕎
そ

麦
ば

献納祭で

　 　 お祓
は ら

いを受けた蕎
そ

麦
ば

玉が店先に掲げら れる。

　 　  　 蕎
そ

麦
ば

玉は、 杉の葉を鼓状に束ねたも の

　 　 で、 中央の鼓部分に根曲がり 竹を使っ た竹

　 　 細工を用いて作ら れる。 多く のそば店では、 翌年の新蕎
そ

麦
ば

の時季を迎えて新し い

　 　 蕎
そ

麦
ば

玉を掲げるまで、 年間を通し て店先に蕎
そ

麦
ば

玉が掲げら れている。

戸隠そばの「 ボッ チ盛り 」

そば店の軒先に掲げら れた蕎
そ

麦
ば

玉
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　 　 ｂ 　 戸隠蕎
そ

麦
ば

献納祭

　 　  　 昭和45年（ 1970）から 始まっ た戸隠そ

　 　 ば祭り では、 白装束をまと っ たそば職人

　 　 が、 収穫し たばかり のソ バを使っ て蕎
そ

麦
ば

　 　 を打ち、 戸隠神社に献納する戸隠蕎
そ

麦
ば

　 　 献納祭が執り 行われている。『 奥院灯明

　 　 役勤方覚帳』に江戸時代に同様に新蕎
そ

麦
ば

　 　 を神仏へ献納し た記述があり 、 現在の戸

　 　 隠蕎
そ

麦
ば

献納祭は、 その習わし を踏襲し た

　 　 も のと みら れている。

　 　  　 令和５ 年（ 2023）の第54回戸隠蕎
そ

麦
ば

献

　 　 納祭は、 お焚
た

き 上げが10月31日の夕刻

　 　 に、 新蕎
そ

麦
ば

献納祭が11月１ 日の午前に

　 　 それぞれ戸隠神社中社で行われた。

　 　  　 お焚
た

き上げは、 中社前広庭で神事を執

　 　 り 行っ た後に、 各そば店で不要になっ た

　 　 蕎
そ

麦
ば

打ちの道具や笊
ざ る

、 蕎
そ

麦
ば

玉などを感謝

　 　 を込めて焚
た

く も のである。

　 　  　 戸隠蕎
そ

麦
ば

献納祭の当日は、 捏
こ

ね、 延
の

　 　 し 、 切り の工程を３ 人の職人で一人ひと

　 　 つ受け持っ て作っ た蕎
そ

麦
ば

切り を神官はじ

　 　 め、 白装束に身を包んだ職人が行列と

　 　 なっ て神社に新蕎
そ

麦
ば

を奉納する。

　 　  　 戸隠蕎
そ

麦
ば

献納祭に用いら れる新蕎
そ

麦
ば

　 　 は、 ７ 月中旬にそば店の若手職人たちが、 自ら 種をまいて栽培し て、 10月上旬に

　 　 手で刈り 取っ て収穫し たも のを用いている。

　 　  　 戸隠蕎
そ

麦
ば

献納祭は、 新蕎
そ

麦
ば

の時季を告げる祭と し て定着し ている。 紅葉の終わり

　 　 を迎えて厳し い冬の到来の前、 戸蕎
そ

麦
ば

献納祭でお祓
は ら

いを受けた蕎
そ

麦
ば

玉が店先に掲げ

　 　 ら れるこ の時季になると 、 そば店の前には新蕎
そ

麦
ば

を味わおう と 人々の長い行列が見

　 　 ら れる。

蕎
そ

麦
ば

切り や蕎
そ

麦
ば

玉などを 献納する

献納する 蕎
そ

麦
ば

切り を作る 職人

蕎
そ

麦
ば

打ち 道具や蕎
そ

麦
ば

玉などを焚
た

く
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　（ イ ）　 戸隠竹細工の継承

　  　 戸隠竹細工は、 江戸時代の初め頃から 中社地区の人々の生活の糧と し て始まり 、 冬

　 場の手仕事と し て親から 子へ技術と 精神性が代々継承さ れてき た。 明治から 昭和の中

　 頃には、 養蚕の隆盛から 蚕
かいこ

籠
か ご

等の需要の高まり により 生産量と 職人数は最も 多く なっ

　 た。

　  　 明治42年（ 1909）に中社信用購買販売生産組合が組織さ れ、 販売価格の下落や仲買

　 人などにより 安く 買い占めら れるこ と を防ぐ ため、 竹細工共同販売所の設立や特殊金

　 券の発行などを行っ た。

　  　 大正７ 年（ 1918）には、 有限責任中社竹細工信用販売組合を設立し 、 長野市水道事

　 業への水源地提供で得た補償料で保管用倉庫の建設等を行っ た。 その後、 戦前から 戦

　 後にかけて幾度かの改組を経て昭和34年（ 1959）に戸隠中社竹細工生産組合が生ま

　 れ、 現在まで続いている。

　 　 ａ 　 根曲がり 竹の保護

　 　  　 戸隠中社竹細工生産組合では、 平成17年

　 　（ 2005）６ 月に竹細工の原材料の安定確保を

　 　 図るため、 また、 乱獲を防ぎながら 森を育て

　 　 ていく ために林野庁中部森林管理局北信森林

　 　 管理署と の間で協定を結び、 黒姫山麓の国有

　 　 林内に「 戸隠竹細工の森」を設けて竹の保護、

　 　 育成を図っ ている。

　 　  　 毎年、 旬を迎えたタ ケノ コ 採取が盛んにな

　 　 る時季になると 、 組合では、 竹細工に使う 材

　 　 料と なる根曲がり 竹を保護するため、 誤っ て

　 　「 戸隠竹細工の森」の根曲がり 竹のタ ケノ コ が

　 　 採取さ れないよう に監視活動を行っ ている。

　 　 監視活動は、 筍
たけのこ

番
ば ん

と いっ て当番制で複数人

　 　 の班を組み、 竹の生育状況の観察も し ながら 、 早朝から 森の中を歩いている様子が

　 　 見ら れる。

　 　  　 また、 竹を切るに当たっ ては、 １ 年程に育っ た若
わ か

竹
だ け

を９ 月中旬から 、 生育の進ん

　 　 だ造
つく り

竹
だ け

は10月から 11月の雪が降るまでの間と 期間を決めて切っ ている。 １ 日約６

　 　 束から ９ 束（ 1束は約50本から 135本）を切り 、 職人相互の約束事と し て、 決し て乱

　 　 獲し ないこ と が守り 続けら れており 、 職人は、 細工する物や作品、 細工に使用する

　 　 箇所の用途を見極め、 必要な量だけを切っ ている。 竹を切る時期になると 、 切っ た

切っ た竹を 干す様子
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　 　 竹を作業場前に降ろ し て、 軒先に干す様子が見ら れる。

　 　  　 戸隠竹細工は、 他の産地と と も に昭和58年（ 1983）に長野県知事指定伝統的工芸

　 　 品と なっ ている。

　（ ウ）　 茅葺の技術と 茅場の継承

　  　 江戸末期に松代藩の絵師が描いた『 戸隠祭

　 礼図巻』（ 真田宝物館蔵、 江戸時代末期）に多

　 く の茅葺建物が描かれており 、 中社、 宝光社

　 地区には、 今も 茅葺の宿坊、 民家が多く 残さ

　 れている。 茅葺屋根は、 地域住民共有の茅場

　 の茅を住民の共同作業で刈り 取り 、 そし て葺

　 かれたと さ れており 、 戸隠では明治に越後の

　 茅葺職人富田辰五郎と その弟子たちによっ

　 て多く の屋根がふかれ、 その技術を伝承し た

　 職人が茅葺を生
な り

業
わ い

と し てき た。『 民家巡礼－

　 西日本編』（ 昭和54年（ 1979）１ 月発行）の昭

　 和44年（ 1969）に記さ れた「 戸隠の茅葺屋根」

　 によれば、 共有の茅場の茅を交代で刈っ て葺

　 く と の記述があり 、 地域ぐ るみで屋根材の茅

　 を受け継いでき たこ と がう かがえる。

　  　 高度経済成長期以降は戸隠でも 茅葺屋根の

　 上にト タ ンをふく 家が多く なり 、 茅葺を生
な り

業
わ い

　 と する職人や茅葺の技術の継承が危ぶまれて

　 いたと こ ろ、 中社、 宝光社地区の地域住民に

　 よっ て伝統的建造物群を保存し よう と する機

　 運が高まっ ていき 、 茅葺屋根の修復が継続し

　 て行われるよう になっ たこ と で、 90歳代の

　 職人から 移住者である30歳代の職人へ茅葺

　 の技術が受け継がれて古く から 地域に根付い

　 ていた生
な り

業
わ い

が継承さ れている。

　  　 また、 昭和40年代まで見ら れていた共有の茅場での住民共同での茅刈り が一度は

　 途絶えてし まっ たも のの、 平成24年（ 2012）から 戸隠スキー場中社ゲレンデを茅場と

　 し て地域住民が主体と なっ て再開し 、 地域ぐ るみで歴史的なまちなみや環境を守り 伝

　 える活動が行われている。

茅刈り の様子

茅刈り 体験の様子（ 戸隠スキー場中社ゲレ ン デ）

茅葺屋根の修理の様子
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戸隠中社・ 宝光社地区まち づく り 協議会の作成し たまちなみガイ ド ブッ ク

宿坊、 そば店、 竹細工店のほか、 民家や土蔵など歴史的建造物を 記載し ている 。

137



第
２
章

　
　
長
野
市
の
維
持
及
び
向
上
す
べ
き
歴
史
的
風
致

中社地区のまち なみガイ ド ブッ ク
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宝光社地区のまち なみガイ ド ブッ ク
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エ　 まと め

　 戸隠には、 寒冷多雪と いう 気候風土を反映し て特有の技術が育まれ、 その技術を生か

し た伝統的な生
な り

業
わ い

が地域の人々の手により 受け継がれている。

　 宝光社地区にある県立高校の分校に全国的にも 珍し い「 そば部」があり 、 地域のそば職

人が講師と なっ て生徒は日々そば打ちの技術を磨き 、 全国高校生そば打ち選手権大会で

優れた成績をおさ めている。 また、 戸隠そば協同組合では、 長年にわたり 戸隠そばのブ

ラ ンド 確立に向けて取り 組んでいる。

　 戸隠中社竹細工生産組合では、 原材料と なる竹を安定的に確保するために森を守る活

動のほか、 竹細工の魅力を知っ ても ら えるよう に体験教室や展示会の開催などに取り 組

んでいる。

　 そのほか、 地域資源を活用すると と も に、 歴史的な景観を維持する共感の輪を広げよ

う と 住民が主体と なっ て宿坊などの茅葺き 屋根の補修や葺き 替えに使う 茅の刈り 取り 体

験を地区内のスキー場で開催し たり 、 茅刈で集めた地域の茅が使われている様子を知っ

ても ら えるよう に伝統的建造物の修理にあわせて茅葺ワーク ショ ッ プを開催し たり し て

いる。

　 戸隠の風土に息づいたこ れら の生
な り

業
わ い

は、 多く の来訪者を迎え入れ続けている中社と 宝

光社地区の宿坊群、 門前町の歴史的まちなみと 一体と なっ て根付いており 、 良好な歴史

的風致をみるこ と ができ る。

中社のまち なみ 宝光社のまちなみ
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戸隠の伝統的な生業にみる 歴史的風致の範囲図（ S= 1/20,000）

越志旅館

宿坊の建ち 並ぶエリ ア

宿坊、 竹細工店の
建ち 並ぶエリ ア

中社社殿

旧本坊久山館

旧徳善院
（ 極意家）

神
道

宿坊

奥社本殿

九頭龍社

随神門

戸隠古道

奥社参道入口 ( 大鳥居 )

講堂および旧院坊跡

杉並木

旧院坊跡

凡　 例

　 　 建造物

　 　 その他建造物

　 　 戸隠伝統的建造物群保存地区

　 　 戸隠古道

　 　 歴史的風致

宝光社社殿

武井旅館

火之御子社
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　 昔、 世の中を明るく 照ら す天
あ ま

照
てら す

大
お お

神
みかみ

が弟の素
す

戔
さ の

鳴
お の

尊
みこ と

の乱暴を怒り 、 天の岩屋

へこ も っ てし まいまし た。 世の中は暗闇になり 、 いろ いろ な魔物が暴れ放題で

す。 困っ た神々が集まり 、 天照大神になんと か岩屋から 出ていただこ う と 知恵

を絞り 、 岩戸の前で舞う こ と にし まし た。 天
あめの

鈿
う ず

女
め の

命
みこ と

のみごと な踊り につら れ、

神々は笑い出し まし た。 その騒ぎが気になっ て、 天照大神が少し 戸を開けて外

を見たと き 、 すかさ ず天
あめの

手
た

力
ぢから

雄
お の

命
みこ と

が岩屋の戸を開け、 勢い余っ た岩戸は、 はる

か信濃の戸隠山へ。 以来、 世の中は明るく なっ たと いわれています。

　 長く 山岳信仰の地と し て知ら れてき た戸隠には、 こ のほかにも 伝説や古く か

ら の言い伝えが残さ れています。

【 戸隠の伝説】

天の岩戸神話と 戸隠山

COLUMN
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